（別紙②）
発達障がい児・者への支援状況
令和５年度に各関係機関の支援内容を取りまとめた資料１ を作成しました。資料１をもとに「佐世保市発達障がい連携マップ（案）」を障がい福祉課で作成しております。資料１の更新を行うにあたり下記の記入をお願いします。資料１や「佐世保市発達障がい連携マップ」に意見等ありましたら別紙③に記載をお願いします。
	機関名　　（　こどもふくし協議会　　）

	支援種別　（　医療　・　福祉　・　行政（教育機関を含む）・　就労　・　行政　
　その他（　　　　　　　　　　）　　　※〇で囲ってください。

	住所　　　（　事務局：有福町90-11メゾン有福201）　連絡先　　（　55-7957　）

	担当者名　（　副代表　大坪（ひびき）　／　事務局　本村（いろは）　　　）

	支援対象者の年齢　　（　０歳～18歳　　）

	発達障がい児・者に行っている支援内容
「障がい児通所支援事業、保育所等訪問事業など直接支援を行っている事業所のネットワークです。」

	発達障害に関して行っている支援を具体的に箇条書きで記載してください。
・各事業所は直接支援として療育活動及び家族の相談対応、学校等との連携等を行っている。
・ネットワークとしては、事業所職員及び事業所運営に関する質の向上と人材育成を行う。具体的には、事例検討会、初任者向けの研修会、管理者向けの研修会、虐待に関する研修会、報酬改定等に関するQAの作成
・障がい児及びその家族に活用してもらうため、サポートブックの作成・更新・公開
・障がい児及びご家族、学校等教員を対象に、通所支援事業に関するガイダンスを実施。サービス利用に関する理解や将来をイメージできるよう選択肢を増やす機会としている
・自立支援協議会子ども部会（福祉班・医ケア班）に参画。各関係機関とも連携し、相談支援連絡会とは合同研修会、就労支援協議会とはマッチングシステムを確立している。


※1機関1ページまでの記載でお願いします。
